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研究テーマ※ 東アジア社会における文化人類学的研究：移動・歴史・家族 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

①漁民の移動を巡る文化人類学的研究。日本、沖縄八重山、中国福建、東南アジア（主にインドネシア、フィリピ

ン）からの漁民の移動、そして彼らと台湾漁民（漢民族および先住民族）との関係を研究対象としている。日本植

民統治期からグローバル化した現在に至るまでを視野に、台湾東海岸に位置する一港町を行き交う漁民の移動

に関する研究である。台湾に加え、中国福建沿海部、沖縄八重山（与那国島）での現地調査を実施している。  

②台湾社会における日本認識に関する歴史人類学的研究。日本植民統治期に対し台湾社会の人々が持つ認識に

ついて、現地調査を通した考察を行っている。特に言語と技術に焦点を当て、台湾の人々が「日本」をどのよう

に捉え扱うのかに注目した研究である。関連して、台湾の研究者、日本の韓国研究及び韓国の研究者との共同研

究やオセアニア研究を行う研究者との人類学および歴史学的共同研究を行っている。  

③人口減少が進む東アジアの中国・韓国・日本・台湾・沖縄における家族・親族をめぐる文化人類学的共同研究に

参加している。親族の父系理念を共通項とするこれらの地域において、系譜の維持を困難にしている少子高齢

化の実態を明らかにすることを目的としている。また、民俗的世界観に着目し、近年現れている新しい形の供養

や追慕の方法との連関を、台湾における現地調査を通して考察している。  

 

【応用例、研究の展望】 

①について、社会の多様性が高まる中、民族集団間の日常的な関わりから多文化主義について具体的に考える

ことができる。②について、植民地経験が歴史化し利用される様子をミクロなレベルから捉え考えることがで

きる。例えば観光資源化することで発現する歴史認識について考えることができる。③について、東アジア社会

の中で起きている新しい供養や追慕の姿を知ることで、家族観・親族観の変化を考えることができる。 

 

【研究方法の特色】 

インタビューと参与観察に基づいた、現地調査を研究方法としている。現地社会にある固有の論理や認識をとら

え、マクロな世の中の動きとミクロな社会の動きを接続させて捉える。 

本研究関連 

特許・論文等 

・上水流久彦・村上和弘・西村一之、編著『境域の人類学：八重山・対馬にみる「越境」』、風響社（2017年）。 

・西村一之「重層する外来権力と台湾東海岸における「跨る世代」」『文化人類学』81（2）:284—301（2016）。 

・西村一之「植民地期台湾における日本人漁民の移動と技術―「移民村」のカジキ突棒漁を例として」）『台湾にお

ける〈植民地〉経験：日本認識の生成・変容・断絶』、風響社（2011年）、pp.99⁻140。 

 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・東アジアにおける植民地主義の研究 

・東アジアにおける移動・移住の研究 

・東アジアにおける地域振興をめぐる研究 

 


